
 

御幸ヶ原地区 

Ⅰ 協議体の概要 

 名   称 御幸ヶ原地区支え合い協議会 

 設置年月日 令和２年８月１日 開催頻度 ３回／年 

 構成団体（◎：事務局） 

 
○ 自 治 会 連 合 会  ○ まちづくり協議会 ○ 民生委員児童委員協議会 ◎ 地区社会福祉協議会 

○ 老人クラブ連合会 ○ 福祉協力員連絡会  健康づくり推進員会  第２層生活支援コーディネーター 

 
○ 市社会福祉協議会 ○ 地域包括支援センター  その他（         ） 

 設置方式 

 
○ 新規設置  既存会議活用（         ）  地域ケア会議活用 

 設置要綱・会則等の有無 有 ・ 無 

 設置までの経緯 

 時 期 内 容 

 

平成３０年 ６月 

地域ケア会議（メンバー：自治会連合会，単位自治会，民児協，地区社協，老人クラブ，市社協等）  

→ 地域包括ケアシステム，第２層協議体について共通理解を図るとともに，各

地域団体の活動における課題について情報共有を行った。 

 

平成３１年 ３月 

地区社協，民児協合同会議 

→ 地域包括ケアシステム，地域の支え合いについて理解を深めるとともに，一

人暮らし高齢者の見守りについて検討を行った。 

 
令和 ２年 ４月 

自治会長会議 

→ 第２層協議体設置要件，委託契約の手続き等について共通認識を図った。 

 
      ７月 

自治会長会議 

 → 第２層協議体設置について合意形成を図った。 

 
      ８月 第２層協議体設置 

 協議体における検討内容（協議体で取り組んできたこと，議論してきたこと） 

 

地域情報の共有， 

課題やニーズの把握について 

・ 地域包括支援センターや各地域団体からの活動報告，民生委

員からの情報提供 

・ 各団体間の意見交換 

・ アンケート調査について検討 

 
支え合い活動について 

（見守り活動，居場所づくり，生活支援ボランティア等）

・ アンケート結果を踏まえた，支え合い活動の検討 

・ 民生委員，福祉協力員の見守り活動の連携及び充実に向けた

検討 

  



Ⅱ 取組事例 

 【課題についての意見交換】 

�

 第２層協議体で取り組んでいきたいテーマについて意見交換を行った。 

内 容： ① 各メンバー３項目程度，現時点で課題として感じていることや，今後検討したい内容を

付箋に記入 

② 付箋を模造紙に貼り，内容によりグループ分けした上で，意見交換を行った。 

＜主な意見＞ 

・ アンケート調査の実施について 

・ 見守りが必要な人の把握 

・ 高齢者の方が集まれる場所が少ない 

・ 地域内交通や買い物支援が必要 

・ 福祉マップの作成 

・ 若い世代の担い手の確保 

・ 地域住民へのＰＲ，支え合いについての 

理解を深めてもらう 等 

 

⇒ 「地域の現状や具体的な課題を把握するためアンケート調査を実施すべき」との意見を集約 

 

⇒ 各団体間で情報共有を行うとともに，アンケート調査を行うことにより，地域の実情に即した課

題を集約し，地域に必要な取組を検討していくこととした。 

 

 

 効果（検討中の場合は，期待する効果） 

 ・ 各地域団体において日頃感じている課題について，情報共有することができた。 

・ アンケート調査以外にも，今後第２層協議体で取り組んでいきたい内容について，議論することが

できた。 

�

Ⅲ 協議体を設置して，良かったこと 

協議体の取組に向けた意見交換を行うことにより，各地域団体の活動における課題を共有でき，地区全体の

課題を把握することの重要性を再認識できた。 

Ⅳ 今後の方向性 

・ アンケート調査を実施し，地区全体の課題や具体的な高齢者の困りごとについて把握を行う。 

・ アンケート結果を踏まえ，協議体における取組について検討を進める。 

 

【メンバーの意見を模造紙に貼り，グループ分け】






